
 

議案第 5号 令和 7年度事業計画（案）について 

令和７年度事業計画書（案） 
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営
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業
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局
） 

 

まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇北部地区のまちづくり活動に関する諸団体のプラットフォームとして

の役割を目指し、諸団体との連携と協議会への参加促進を図る。 

１ 円滑な組織運営 

（1） 組織運営における適正管理及び参画団体との連携促進 

定例（毎月）で運営会議を開催し、事業の実施、予算の執行等に係る総

合調整を行うとともに情報共有を図り、円滑な組織運営に努める。 

 

（2）仮事務所からの移転対応 

＊事務所移転：市役所東庁舎の１，2階に ICT支援センターを設置するた

め改装工事を行っているが、今秋までに終了予定なので再度事務所を東

庁舎３階に戻す。 

 

（3）適時の規約改正 

2 組織運営体制の効率化（協議会におけるDXの導入活用） 

事務局内に設置した「情報・DX 委員会」により、ホームページの管理

更新を行うとともに組織の効率化及び情報発信等においてデジタル技術

を活用して北部地区の活性化を図っていく。 

3 まちづくり計画の中間見直しに向けた検討 

計画期間の後半となる令和 9 年度に向けて、見直しの方法・内容及び

課題等についての論点整理を進める。 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

1 報酬等 役員・部会員等報酬 600,000 

3 報償費 講演会講師謝礼 8,000 

4 消耗品費 共用・事務用消耗品、コピー代等 240,000 

6 食糧費 総会、会議用お茶代 40,000 
 

2，125，000 

 
― ２０ ― 
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科  目 内     容 金 額（円） 

8 光熱水費 事務所光熱水費 180,000 

10 通信運搬費 
事務所ネット回線使用料（電話含む） 

同上引越に伴う移設費、郵送料 
170,000 

11 手数料 
コピー機移設費 

振込手数料 
50,000 

12 保険料 ボランティア活動保険 20,000 

13 委託料 事務所引越作業委託 200,000 

19 積立金 
事務用機器更新 ２００千円 

備品用倉庫 200千円 
400,000 

21 予備費  217，000 
 

 

2 
通 

年 
情
報
発
信
事
業 

まちづくり計画に定める活動の方向性 

○協議会及び各団体の活動について情報発信し情報の共有化を図る。 

 

1 会報発行（年 1回予定） 

令和 6年度事業及び決算の報告、令和 7年度事業計画・予算等につい

て地域内に情報発信する。（全戸配布） 

2 ホームページの更新並びに拡張 

令和 6年 2月から公開した当協議会ホームページをさらに充実していく

ために随時更新し地域内で活用でき楽しめる内容にしていく。 

3 地区内自治会等のDX化支援 

地区内自治会でライン・スマホ・PCを活用し事務文書作成や連絡・報告

等を効率的に行えるようにDX化を支援していく。 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

3 報償費 PC、スマホ勉強会講師謝礼 50,000 

7 印刷製本費 会報印刷代 100,000 

13 委託料 ホームページ保守管理、更新 550,000 
 

700,000 
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇安全で防災に強いまちづくりの推進 

（自助力強化に向けた防災意識啓発及び災害時対策として自治会自主 

防災組織と避難所等運営） 

 

１．防災意識の啓発 

（１）北小学校クラブ（４～６年生対象）「ぼうけんクラブ（防災研究クラブ）」昨

年同様５月にプレゼンを行いクラブ活動を行う。 

（２）北小学校防災教室（３年生対象）社会科の学習として体験イベント 

訓練を行う。 

（３）防災パンフレット（一般用・児童用）の見直しを行い、内容の修正、更 

 新を続ける。 

２．災害時対策 

 「風水害・大地震・大火災時応急対策から避難所運営等」防災計画策定 

（１）各自治会が準備している防災用品の調査を行い、災害時に不足してい

る防災用品を他自治会より借用出来るよう、ファイルを作り各自治会へ

配布する。  

（２）災害時の水確保を考え各自治会の井戸等の所在調査を行う。 

３．研修等 

（１）防災施設（防災倉庫等）及び第２次避難所（染谷高校等）の視察。 

（２）救急救命法講習（心肺蘇生、AED 等の救急法の基礎）を上田東ロータ

リークラブ及び関係機関と共催で行う。 

 

※昨年度までは住民の防災意識向上に向け防災知識の普及・啓発及び地区住

民の参加型訓練を行ったが、本年度より災害時対策として活動を行う。 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

3 報償費 ぼうけんクラブ・防災教室の講師料 54,000 

５ 消耗品費 ぼうけんクラブの名札代等 24,000 

７ 食糧費 
部会及び懇談会飲料代 

防災教室の保存食購入代 
68,000 

１８ 負担金 救急救命法講習会 20,000 
 

166,000 

 
― ２２ ― 
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇北部地区の文化・歴史の魅力を掘り起こし、未来に引き継いでいく。 

（「地域の記憶」を ICT技術も活用して地域内外に積極的に発信する。） 

 

１．インスタグラム（Instagram）を活用したフォトコンテストの実施（継続） 

(1)1年間を通したよりよりの写真（通年） 

   募集期間＝7月～1月末 

 

(2)実施に向けた学習(主にデジタル分野の知識をＴＷＩで) 

   ※ＴＷＩ＝Training With Industry） 

 

(3)公募：北部地区の文化・歴史に関する分野の写真を一般公募、チラ 

シ、新聞、報道等で呼びかけ。学校にも参加を呼びかける。 

 

(4)令和７年度の応募作品の表彰 

 

(5)令和７年度の作品をＤＶＤを北部地区の自治会に提供して北部地区 

の魅力を伝えたい。 

 

(6)北地区まちづくり協議会ホームページとフォトコンテストの連携 

  ・募集  ・応募  ・入選作品の公開 

 

（７）応募作品入選者人数 令和７年度は 10作品にしたい。 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

5 消耗品費 コンテスト実施関係消耗品 75,000 

8 印刷製本費 コンテストチラシ印刷代 60,000 

12 手数料 コンテスト入賞作品展示用DVD制作 65,000 
 

200,000 
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会
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇北部地区の文化・歴史の魅力を掘り起こし、未来に引き継いでいく。 

 

1 鍛治町～愛宕町地籍の街の成り立ち、発展を現地を歩き情報を収集し地

域へ発信したい。将来のガイドツアー実施への情報収集としたい 

 

2 北部地区の寺に眠る歴史上の人物を知り、その偉業を地域へ発信した

い。ホームページで紹介する。 

 

3 北小学校児童の「ふるさと探検クラブ」に北部地区まちづくり協議会から

講師を派遣し、地域住民と子どもたちの「地域学習の場」を創出する。 

実施にあたっては、地域住民や保護者の参加を募り、地域ぐるみで地域

内の文化財や自然、産業を学ぶことで、ふるさとへの関心や愛着を深める

機会とするとともに児童と地域住民の交流の場としたい。 

 ・開催時期：５月～１０月（全８回） 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

5 消耗品費 
教材・資料コピー代等 

事業用消耗品 
30,000 

6 食糧費 
まち歩き、寺巡り 

事業参加者飲料代（お茶等） 
17,000 

 

47,000 
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年 
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の
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇後世に残したい歴史遺産を再認識した広域まちづくり共催事業 

（ 隠れたお宝を発掘し特別公開をしていく ） 

１ 名工 「 竹内八十吉 」の足跡と彫刻作品を紹介 

  北部地区まちづくり協議会と神川まちづくり委員会による共催事業とし、

企画、開催する。 

  

２ 内容 

（１）講演会 （２）写真/遺品 展示 （３）竹内八十吉 紹介書籍発刊 

・令和 7年度を準備期間とし、令和 8年度に（１）～（３）を開催、実施 

＜令和 7年度計画＞  

・竹内八十吉を地域に知らしめる活動の展開 

・絶版 名工 「竹内八十吉」 (グリーン美術出版) 増刷の可否調査 

・地域に分散する貴重な彫刻の写真をパネルにする事業を先行 

・新発見 八十吉彫刻の情報収集、整理作業 

 

≪予算の内容≫ 
 

科  目 内     容 金 額（円） 

14 委託料 竹内八十吉作品のパネル展示 80，000 

80,000 
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7 
通 

 

年 

学
校
と
の
連
携
事
業
（文
化
・歴
史
部
会
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

○学校と地域住民が協働して地域に開かれた学校づくりを進めるととも

に地域づくりのために可能な取組を検討していく。 

 

１ 学校と連携した大人の学びの創出事業 

（1）学校と連携した地域づくりのための講演会 

 ・日程 １０月１日（水）午後 （予定） 

 ・講師：門川大作さん（前京都市長） 

 ・内容 学校と協働したまちづくりに２５年に亘って取り組んできた実践を

学び、これからの地域づくりに役立てる。 

（2）地域とともに創る子どもが主人公になる学校づくり事業 

・日程 5月、9月（予定） 

・内容 これからの教育について、地域住民や保護者が学校職員とともに

学び、地域と学校の協働活動に活かしていく機会とする。 

（3）その他 

ア 剪定講座 

・北小学校の環境整備を兼ねて、地域住民の学びの場として開催する。 

※ R３からは児童も活動に参加している。 

・北小学校児童と地域住民による新田公園の桜の整備や看板づくり 

イ フラワーロードの管理事業 

北小学校と地域が協働でフラワーロードを管理し、花を育てていることを

地域内外に周知、アピールするため、横断幕を設置する。 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

３ 報償費 
学校と連携した地域づくり講演会 

講師謝金（70，000円×2回分） 
140,000 

４ 旅費 講師旅費（2回分） 40,000 

5 消耗品費 
フラワーロード横断幕作成（5枚） 

ほか、事業用消耗品 
40,000 

17 負担金 
学校と連携した地域づくり講演会 

講師謝礼負担金 
30,000 

 

250，000 
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8 
通 

 

年 

押
出
川
環
境
整
備
事
業 

（
環
境
・
生
活
部
会
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇街中に残った自然環境の保全と共生によるまちづくり 

（矢出沢川、黄金沢、押出川の自然環境の保全と水辺空間の創造） 

１．花桃祭・ホタル祭開催 

流域の２４０本の花桃のイベント開催のほか、河川の清掃・整備を 

中心に、ホタル保護と、流域の景観向上を目指す。 

・ 花桃祭り： 4月 ５日（土）～2０日（日）、準備作業：河川清掃、植樹・剪定作業等 

・ ホタル祭り：6月７日（土）～21日（日）、準備作業：河川の整備、遮光ネット、 

街灯の減光等 

２．小学校、各自治会 PTA向けに「ホタルの出前講座」 の実施 

７年度は東小学校６年生で実施予定・・・カワニナの養殖・放流 等 

 

３．水路の保全と段丘の有効利用を提案 

押出川の洪水対策工事や、川に接した染屋段丘の改良工事が計画 

されており、工事にあわせ水路の保全と段丘の有効利用を提案 

していく。 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

1３ 委託料 花桃剪定料/LED説明掲示板 171,000 
 

１7１,000 
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9 
通 

 

年 

黄
金
沢
周
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環
境
・
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会
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇街中に残った自然環境の保全と共生によるまちづくり 

（矢出沢川、黄金沢、押出川の自然環境の保全と水辺空間の創造） 

１. 桜のライトアップ 

・開催日・・・4月上旬 ( 開花時 1週間程度 ) 

・新田公園からの電源確保 / 地元自治会、地域住民への PR活動 

・桜の剪定作業 / 第三中学校による提灯への「切り絵装飾」 実施 

 

２. 水辺公園化構想    児童が安心して遊べる水辺の改良工事へ  

・長野大学環境ツーリズム学部による将来構想提案を求めていく。 

・地元自治会の意見を計画に反映する。 

・黄金沢周辺 固定杭による足場補強工事 

 

３. 北小落ち葉集め  （12月初旬予定） 

・北小、北小応援団、新田自治会と共同事業として今年も開催 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

４ 消耗品費 
仮設階段・固定杭 / 落ち葉集め集草

バック 
９１,０００ 

６ 食糧費 北小落ち葉集め作業時飲料代 ５,０００ 

８ 印刷製本費 桜のライトアップ ・ 花モモ祭りチラシ ４,０００ 

１３ 委託料 桜の剪定料 / 落ち葉廃棄処理 ９７,０００ 
 

197,000 

 

 

 
― ２８ ― 
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10 
通 

 

年 

山
口
地
区
環
境
整
備
事
業 

（環
境
・生
活
部
会
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まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇山口地区の歴史的レガシーと市民の山“太郎山”の活用 

 

１．豊城跡ハイキングコースの整備 

・豊城跡を整備し、白山比咩神社～豊城跡～レストラン サンポー方面 

への遊歩道拡幅工事を進めハイキングコースにする。 

・豊城 遊歩道マップを考案し、案内看板・紹介チラシ等を作成する。 

 

２．花古屋城跡のハイキングコースの検討 

・新田地区からの花古屋城跡へのハイキングコースの検討 

 

３．地域の活動母体の組織化の検討 

・白山比咩神社関連 → 山口自治会 /蛇沢自治会の有志 

・地区歴史遺産保存会 等 → 地元自治会、地区歴史遺産保存会へ働きかけ 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

６ 食糧費 遊歩道整備作業時飲料代 3,000 

１1 手数料 花古屋城 調査費 10,000 

１３ 委託料 遊歩道マップ・矢印看板 / 倒木伐採 410,000 
 

423,000 
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（単位：円） 

11 
通 

 

年 

生
活
環
境
事
業 

（
環
境
・
生
活
部
会
） 

まちづくり計画に定める活動の方向性 

〇すべての住民が健康で、心豊かに暮らせるために「みんなで支え合い、

助け合いのまちづくりの推進 

 

１．福祉専門家等による部会員対象の勉強会の実施 

 ・講師：長野県長寿社会開発センター/中央地域包括支援センター 他 

 ・北部地区自治連、地区福祉団体等と連携した生活環境改善提案へ 

２．北部地区自治連と共同事業の開催 

 ・北部１２自治会対抗ボッチャ大会 （北部地区自治連行事に共催） 

場所 ： 北小体育館 

 ・社会福祉協議会の福祉推進委員廃止後の関連事業の受け皿検討 

 

３．高齢者が住み良い地域の足としての交通手段の研究 

 

≪予算の内容≫ 

科  目 内     容 金 額（円） 

4 旅費 訪問視察 / 講師支払い 20,000 

１7 負担金 ボッチャ大会 共催 20,000 
 

40,000 
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議案第 6号 令和 7年度予算（案）について 

 

令和 7年度収支予算書（案） 

 

収入総額  4,399,000円 

支出総額  4,399,000円 

差引金額          0円 

（収入の部）                                                                  （単位：円） 

科 目 前年度予算額（A） 本年度予算額（B） 比較増減（B－A） 摘   要 

交付金 4,091,000 4,094,000 3,000 市交付金 

繰越金 0 133,145 133,145 前年度繰越金 

雑 入 245,000 171,855 ▲73,145 事務所光熱水費・引越作業南部負担金、預金利子 

合 計 4,336,000 4,399,000 63,000  

 

（支出の部）                                                   （単位：円） 

科 目 前年度予算額（A） 本年度予算額（B） 比較増減（A－B） 摘   要 

報 酬 600,000 600,000 0 役員・部会員報酬 

報償費 87,000 252,000 165,000 講師謝礼等 

旅 費 0  60,000 60,000 講師旅費 

消耗品費 573,000 501,000 ▲72,000 事務用・事業用消耗品、コピー代等 

食糧費 10,000 132,000 122,000 会議用等お茶代等 

印刷製本費 633,000 164,000 ▲469,000 会報印刷代等 

光熱水費 340,000 180,000 ▲160,000 事務所光熱水費 

通信運搬費 190,000 170,000 ▲20,000 事務所ネット回線、郵送料等 

手数料 97,000 125,000 28,000 コピー機移設、振込手数料等 

保険料 20,000 20,000 0 ボランティア保険 

委託料 1,001,000 1,508,000 507,000 
ホームページ管理、環境整備 

事務所引越作業等 

使用料及び賃借料 20,000 0 ▲20,000  

負担金 20,000 70,000 50,000 事業負担金 

積立金 100,000 400,000 300,000 
事務用機器更新 200千円 

備品保管用倉庫 200千円 

予備費 645,000 217,000 ▲428,000  

合 計 4,336,000 4,399,000 63,000  

※ただし、科目間に過不足が生じた場合は、流用できるものとする。 
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（第 6条・第 22条・第 28条・第 29条関係） 

 

上田市北部地区まちづくり協議会 役員・事務局員等報酬（案） 

 役  名 金 額 備     考 

 会長＊ 35,000 円/年  

 副会長＊ 22,000 円/年  

 事務局長＊ 19,000 円/年  

 会計＊ 19,000 円/年  

 事務局次長＊ 1４,000 円/年  

 上記の職以外の理事 11,000 円/年  

 監事 9,000 円/年  

 部会長＊ 14,000 円/年  

 副部会長・分科会長 11,000 円/年  

 部会員 5,000 円/年 変更前 4,000円 

 
事務局員＊ 

（会長特別補佐） 
14,000 円/年  

 
事務局員＊ 

（情報・DX委員会委員長） 
14,000 円/年  

新設 
事務局員 

（情報・DX委員会副委員長） 
11,000 円/年  

 その他の事務局員＊ 4,000 円/年 現員なし 

 雇用契約に基づく事務局員＊ 
長 野 県 最 低 

賃金に準ずる 

（998

円/時） 

変更前 948円/時 

現員なし 

 顧問 2,000 円/年 現員なし 

氏名＊印：運営会議出席者 

１ 兼務する場合、いずれの報酬も併給はしない。 

２ 他の職と兼務する場合、最も額の高い役職の報酬を適用する。 

３ 規約に定める当該年度の活動に参画できなかった場合は、本人の申し出により、報酬の支払いを辞退するこ

とができる。（現職自治会長はこの限りではない。） 

4 在任期間が１年に満たない場合は月割りとする。なお、就任、退任が月の途中の場合は、半月以上在任した

場合は切り上げ、半月以下の場合は切り捨てとする。 
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関係者名簿（敬称略）（議案承認後） 

 

顧問・会長・副会長・事務局長・会計・事務局次長・事務局監事 

会 長 古 川 悦 子  

副 会 長 小 山 壽 一 掛山 稔 

事務局長 山寺髙太郎  

会 計 （新） 岩 倉 光 男  

事務局次長 （新） 宮 川 隆 一  

監 事 福澤源一郎 片 桐 恭 子 

 

部会                                  （部会員氏名は五十音順） 

安全・防災部会 文化・歴史部会 環境・生活部会 

部 会 長 （新）小宮山幸男 部 会 長 （新）山﨑雄三 部 会 長 田中守明 

副部会長 （新）荻原隆雄 副部会長 飯島伴典 副部会長 町田和幸 

－ － － － 〃 （新）山㟢武二 

部 会 員 内久根優 部 会 員 阿部利行 部 会 員 （新）今井信一 

〃 （新）大森敏弘 〃 河 田 純 〃 （新）小駒喜郎 

〃 小宮山利男 〃 小山壽一 〃 掛 山 稔 

〃 成澤秀信 〃 近藤隆英 〃 金井保治 

〃 半田雄二 〃 滝 沢 浩 〃 齊藤達也 

〃 福澤源一郎 〃 （新）土屋嘉彦 〃 清水洋幸 

〃 松田佐利 〃 （新）伴美佐子 〃 高桑幸夫 

〃 宮川隆一 〃 深町一郎 〃 武田幸一 

〃 山岸保博 〃 宮下新司 〃 武田紗知 

〃 （新）山﨑一明 〃 宮下幹敏 〃 古川悦子 

〃 山崎良則 〃 山 崎 貢 〃 柳沢清彦 

〃 六川敬太 〃 山寺髙太郎 〃 柳沢利文 

 

事務局 

会長特別補佐（調整担当） （兼）宮川隆一 

情報・ＤＸ委員長（ＩＴ担当） 水 㟢歩 実 
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参画団体（順不同） 

上 田 市 北 部 地 区 自 治 会 連 合 会 北 部 地 区 内 １ ２ 自 治 会 

上 田 市 社 会 福 祉 協 議 会 押 出 川 流 域 自 治 会 連 合 会 

上田市北部地区社会福祉協議会 上 田 市 立 北 小 学 校 P T A 

上 田 中 央 地 域 包 括 支 援 センター 上 田 市 立 第 三 中 学 校 P T A 

上田市北部地区民生委員・児童委員協議会 （一社）あそび心 BASEアフタフバーバン信州 

健康推進委員上田地域中央ブロック 房 山 獅 子 保 存 会 

上 田 地 区 保 護 司 会 第 三 分 区 ソ フ ト ボ ー ル 北 部 リ ー グ 

北部地区こども安全安心見守り委員 北 小 応 援 団 

 

公的機関等（順不同） 

上田市立北小学校 上田警察署染谷交番 

上田市立第三中学校  

 

協力企業（敬称略） 

株式会社シーシーディ ドコモショップ上田店 

 

アドバイザー(順不同・敬称略） 

上田市防災士等連絡協議会 上田市消防団第 3分団 上田市消防団第 12分団 

飯 島 伴 典 

（薬剤師） 

北 沢 諒 太 郎 

（一般社団法人上田青年会議所） 
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